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はじめに 
 
 
 CES19 号をお手元にお届けいたします。 
 2016 年度・2017 年度の学部および大学院の改組を終え、やっていることはいままでと変
わりないのですが、細かいことがいろいろ変わっていて、いまだにとまどうことの多い状
況です。大学院の名前が人文社会科学研究科から人文公共学府に変わったのはもう慣れた
のですが、自分の所属が文学部ではなくなっていて、人文科学研究院というものになって
いたということは、学部改組後 1 年半以上経ってようやく認識しました。 
 本年度は児玉香菜子が産休と育休ということで、代替教員として渡邊三津子に授業、委
員会、学生指導など、もろもろのことを一年間担当していただきました。 
 院生の動向としては、博士後期課程で深澤美香さんが修了し、先に修了した小林美紀さ
んともども、2020 年に開設される国立アイヌ民族博物館の設立準備室に研究員として勤務
しています。また 2014 年度に博士後期課程を修了したムンクバト君は、千葉市立小中台小
学校で、外国人子弟や帰国子女に日本語を終える常勤教員として勤務しています。 
 教員のほうでは、中川裕は引き続き北海道大学から受託研究費を受け、今年度は帯広市
図書館に所蔵されている、知られざるアイヌ文化研究家沼田武男氏による膨大な未公刊資
料の分析に、沼田氏の親族の安田京巳氏とともに着手いたしました。また前述のアイヌ民
族博物館に関しては、アイヌ語表示・展示解説委員として協力しております。その他、ア
イヌ語監修を担当している集英社「ゴールデンカムイ」がらみのイベントがあれこれ開か
れ、昨年 9 月の小樽市総合博物館での講演を皮切りに、アイヌ文化振興・研究推進機構、
北海道新聞社、札幌大学、文化庁の主催する危機言語サミットなどの場で講演を行い、同
漫画を題材にしてのアイヌ語広報活動を行ってきました。吉田睦は、科研費「乳文化の視
座からの牧畜論考―全地球的地域間比較による新しい牧畜論の創生」（研究代表者：平田昌
弘帯広畜産大学准教授）によるロシア、西シベリアのツンドラ・ネネツ人牧畜民のもとで
のフィールド調査（2016 年 8-9 月）及び公文書調査（モスクワ、チュメニ、サレハルド；
2017 年 8-9 月）を実施しました。また、科研費「気候変動条件下における氷下漁の環境文
化論的研究」による現地調査を 2017 年 1 月及び 2 月に北海道網走において実施いたしまし
た。田口善久は、相変わらず中国貴州省のミャオ語のフィールドに出かけており、その成
果の一部を、国際学会 SEALS27 で発表しました。また、第７回日本歴史言語学会におい
て、公開シンポジウム『言語系統論の過去（これまで）と未来（これから）』のオーガ
ナイザーを務めました。渡邊三津子は、科研費「南アジアの紅玉髄製工芸品の流通と価値
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観－「伝統」と社会システムの変容の考察」（研究代表者：小磯学神戸山手大学教授）によ
る現地調査をインド北東部ナガランド州において2017年12月-2018年1月に実施予定です。
科研費「半世紀に及ぶアラビア半島とサハラ沙漠オアシスの社会的紐帯の変化に関する実
証的研究」（研究代表者：縄田浩志秋田大学教授）に関する衛星画像の分析を行い、その成
果を日本沙漠学会等において発表しています。また、両科研に関連して、国立民族学博物
館が実施する「新学術領域研究（研究領域提案型）『学術研究支援基盤形成』研究基盤リソ
ース支援プログラム地域研究に関する学術写真・動画資料情報の統合と高度化」プロジェ
クト（DiPLAS プロジェクト）に参画し、写真・動画資料の提供を行っています。 
 
なお、この CES19 号の編集は田口善久が担当いたしました。 
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